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(2)年頭のあいさつ

会  

長

大 

島  

和 

夫

年
頭
の
あ
い
さ
つ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
つ
つ
が

な
く
新
し
い
年
を
お
む
か
え
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ

り
村
農
業
委
員
会
に
対
し
ま
し
て

御
理
解
と
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
大
潟
村
が
創
立
五
十
周

年
を
迎
え
各
種
記
念
行
事
が
行
わ

れ
、
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
し

た
。
十
一
月
の
記
念
式
典
、
祝
賀

会
は
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
新
た

な
る
百
周
年
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
農
業
情
勢
は
と
て
も

厳
し
い
年
と
な
り
、
米
価
の
大
幅

下
落
、
収
量
も
芳
し
く
な
く
、
農

家
所
得
も
一
段
と
減
少
傾
向
と
な

り
ま
し
た
。
米
の
価
格
下
落
対
策
、

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
、
消
費
増
税
に
よ
る
景
気
の

停
滞
と
、
選
挙
結
果
を
踏
ま
え
政

府
与
党
に
は
迅
速
か
つ
速
や
か
な

対
策
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
、
全
国
農
業
会
議
所
、
都
道

府
県
農
業
会
議
、
市
町
村
農
業
委

員
会
は
大
幅
な
改
革
を
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
国
の
有
識
者
会
議

で
は
組
織
の
在
り
方
、
選
任
方
法
、

人
数
、
権
限
な
ど
細
部
に
わ
た
り

検
討
中
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
に
東
京
日
比
谷
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
た
全
国
農
業

委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
で
は
地

域
農
業
の
維
持
、
発
展
を
図
る
た

め
に
は
現
在
の
組
織
形
態
は
絶
対

で
あ
り
、
制
度
見
直
し
に
対
し
断

固
反
対
の
意
見
が
多
く
で
ま
し
た
。

今
年
の
秋
に
は
農
家
の
皆
様
に
報

告
で
き
る
日
程
の
よ
う
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
大
潟
土
地
改

良
区
の
ご
協
力
の
も
と
毎
年
、
七

月
と
十
一
月
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。
米
価
下
落
に

よ
り
周
辺
増
反
地
の
不
作
付
地
の

拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
特
に

効
率
の
悪
い
十
ア
ー
ル
未
満
の
圃

場
が
所
々
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

周
辺
農
業
委
員
会
に
協
力
を
求
め
、

流
動
化
と
区
画
拡
大
を
促
進
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
育
苗
団
地
に
お

き
ま
し
て
も
適
正
な
管
理
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
青
年
層
の
異
業
種
交
流

会
、
ド
キ
ワ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

会
議
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
昨

年
に
引
き
続
き
二
月
の
「
カ
ク
テ

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」
十
一
月
の
「
ボ

ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ボ
ー
樽
パ
ー
テ
ィ

ー
」
と
村
外
か
ら
前
年
を
上
回
る

若
い
女
性
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ド
キ
ワ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
み
な
さ
ん
か
ら
は
有
意
義
な
出

会
い
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
異
業
種
交
流
会
議
役
員
、
ド
キ

ワ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
様
の
日

頃
の
活
動
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
最
後
に
新
し
い
年
が
皆
様
に
と

っ
て
健
康
で
よ
り
良
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
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(3) 秋田県農業委員大会報告

　
平
成
26
年
10
月
31
日
、
男
鹿

市
「
男
鹿
市
民
文
化
会
館
」
に

て
第
58
回
秋
田
県
農
業
委
員
大

会
が
県
内
市
町
村
の
農
業
委
員

ら
約
５
０
０
人
が
出
席
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
主
催
の
秋
田
県
農

業
会
議
・
二
田
孝
治
会
長
の

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
「
米
価

上
昇
が
見
込
め
る
状
況
に
な
く
、

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
。
農
業

所
得
確
保
の
必
要
性
を
強
く
訴

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
。

　
政
府
が
農
業
改
革
の
一
環
で

農
業
委
員
制
度
の
見
直
し
や
法

改
正
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
「
農
業
委
員
会
の
役

割
の
明
確
化
や
機
能
強
化
こ
そ

必
要
。
政
府
や
県
知
事
、
市
町

村
に
意
見
を
申
し
述
べ
る
上
で
、

組
織
の
法
的
な
根
拠
は
欠
か
せ

な
い
」
の
言
葉
に
強
く
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
く
、
秋
田
県
農
業
会
議
会

長
表
彰
で
は
農
業
委
員
会
委
員

功
労
者
と
し
て
大
潟
村
の
北
村

賢
造
前
委
員
、
坂
本
進
一
郎
前

委
員
、
お
ふ
た
方
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
る
委
員
会
活
動

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
今
後
も

ご
指
導
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
今

大
会
は
秋
田
県
農
業
会
議
設
立

60
周
年
記
念
講
話
が
あ
り
、
東

京
農
工
大
学
名
誉
教
授
・
淵
野

雄
二
郎
氏
の
「
国
の
農
業
改
革

の
ね
ら
い
と
農
業
委
員
会
制
度

の
今
後
の
あ
り
方
」
の
演
題
に

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
淵
野
先
生
の
講
演
は
国
の
農

業
改
革
の
め
ざ
す
所
や
農
業
委

員
会
の
歴
史
か
ら
制
度
変
更
に

至
る
課
程
、
ま
た
将
来
の
農
業

委
員
会
な
ど
、
委
員
と
し
て
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
議
長
団
選
出
の
後
、

前
大
会
決
議
事
項
の
経
過
報
告

が
あ
り
「
県
選
出
国
会
議
員
な

ど
に
要
請
し
た
。
」
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
議
案
第
１
号

「
農
業
・
農
村
の
再
構
築
に
向

け
た
基
本
農
政
の
確
立
」
・
緊

急
決
議
「
米
の
需
給
安
定
」
・

議
案
第
２
号
「
農
業
委
員
会
の

強
化
に
向
け
た
制
度
・
組
織
改

革
」
・
議
案
第
３
号
「
農
地
を

活
か
し
、
担
い
手
を
応
援
す
る

全
国
運
動
」
の
審
議
に
入
り
活

発
な
議
論
の
後
、
満
場
一
致
で

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
年
度
の
大
会
宣

言
後
大
会
出
席
者
全
員
で
力
強

く
「
が
ん
ば
ろ
う
」
の
三
唱
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
回
は
農
業
委
員

に
な
り
２
回
目
の
大
会
参
加
で

し
た
。

　
「
米
価
の
暴
落
」
「
ガ
ソ
リ

ン
・
軽
油
の
高
騰
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
難
航
」
な
ど
農
家
に
は
良

い
ニ
ュ
ー
ス
の
無
い
一
年
で
し

た
。
米
農
家
に
と
っ
て
は
暗
い

時
代
で
す
が
規
模
拡
大
・
ブ
ラ

ン
ド
化
・
経
費
削
減
・
制
度
資

金
活
用
な
ど
を
総
合
的
に
検
討

し
こ
の
時
代
に
生
き
残
れ
る
農

村
に
な
る
よ
う
、
農
業
委
員
会

の
１
人
と
し
て
考
え
、
が
ん
ば

っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

委

　員

　髙

　橋

　忠

　良

委

員

髙髙

橋橋

忠忠

良良

第
58
回
秋
田
県
農
業
委
員
大
会
報
告

秋
田
県
農
業
会
議

会
長
表
彰

村
創
立
50
周
年

表
　
彰

北村賢造
前委員

古戸重則
委　員

坂本進一郎
前委員

村上孝憲
委　員

農
業
委
員
会
委
員
功
労
者

産
業
功
労
者



(4)異業種交流会

　
11
月
22
日
（
土
）
サ
ン
ル

ー
ラ
ル
大
潟
に
お
い
て
『
ボ

ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
樽
パ

ー
テ
ィ
ー
（
恋
に
ワ
イ
ン
に

酔
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
）
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催

は
大
潟
村
異
業
種
交
流
会

（
青
年
会
・
農
近
ゼ
ミ
・
農

協
青
年
部
・
Ｃ
Ｅ
青
年
農
業

者
ク
ラ
ブ
・
若
妻
会
）
が
担

当
し
、
共
催
と
し
て
農
業
委

員
会
が
関
わ
る
婚
活
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　
私
は
ド
キ
ワ
ク
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　
募
集
定
員
が
男
女
各
15
名

の
と
こ
ろ
今
回
は
村
内
男
性

17
名
（
23
歳
〜
43
歳
）
、
村

外
女
性
18
名
（
22
歳
〜
45

歳
）
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

以
前
は
村
外
女
性
を
集
め
る

の
が
難
し
い
頃
も
あ
り
ま
し

た
が
、
秋
田
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
や
事
業
の
予

算
化
に
よ
り
、
男
性
２
，０
０

０
円
女
性
１
，０
０
０
円
の
低

料
金
化
、
さ
ら
に
女
性
に
は

宿
泊
無
料
や
サ
ン
ル
ー
ラ
ル

大
潟
か
ら
次
回
ラ
ン
チ
無
料

券
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
の
で
、
女
性
の
参
加
に

大
き
く
関
係
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た

宿
泊
が
確
保
さ
れ
る
事
で
イ

ベ
ン
ト
終
了
後
に
大
半
が
２

次
会
へ
参
加
し
、
フ
リ
ー
タ

イ
ム
の
よ
う
な
交
流
時
間
を

も
つ
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
司
会
の
佐
野
麻
寿
美

さ
ん
（
ド
キ
ワ
ク
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
の
楽
し
い
ト
ー
ク
を

中
心
に
異
業
種
交
流
会
メ
ン

バ
ー
が
提
案
し
た
簡
単
な
ゲ

『
異
業
種
交
流
会
の
集
い
』
に
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委
員
（
ド
キ
ワ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　埴

　生

　
　
　望

ー
ム
（
今
回
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン

大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
）
を

し
た
り
、
ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
や
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

を
楽
し
ん
で
、
盛
り
上
が
っ

て
い
る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
丸
テ
ー
ブ
ル
席
で

あ
っ
た
の
で
席
替
え
も
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
交
流
時
間

が
Ｐ
Ｍ
６
時
か
ら
８
時
30
分

と
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
事

前
に
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
や
趣
味

等
を
記
入
し
た
自
己
紹
介
カ

ー
ド
を
一
覧
表
で
配
る
工
夫

が
あ
っ
た
り
、
佐
野
さ
ん
が

参
加
者
に
声
を
か
け
た
り
、

質
問
を
う
け
た
り
す
る
姿
が

目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
男
性

は
そ
れ
と
は
べ
つ
に
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
と
電
話
番
号
を
記

入
し
た
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

参
加
女
性
が
閉
会
後
に
会
場

出
口
の
テ
ー
ブ
ル
上
の
気
に

な
る
男
性
の
連
絡
先
を
持
ち

帰
る
か
た
ち
で
こ
の
イ
ベ
ン

ト
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
こ
の
カ
ー
ド
が

無
く
な
っ
て
し
ま
う
参
加
者

も
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
参

加
者
全
員
に
、
感
想
や
意
見
、

提
案
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入

し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
運

営
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
２

次
会
の
出
席
状
況
か
ら
見
て

も
大
成
功
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先

頃
の
新
聞
で
「
大
潟
村
の
２

０
４
０
年
ま
で
の
若
年
女
性

の
増
加
率
が
全
国
の
市
町

村
で
２
位
に
な
る
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
大
潟

村
で
は
経
営
規
模
が
大
き

く
、
所
得
が
安
定
し
て
い
る

た
め
、
後
継
者
が
定
着
し
や

す
く
、
村
外
か
ら
嫁
ぐ
女
性

が
多
い
と
い
う
の
が
そ
の
理

由
ら
し
い
の
で
す
が
、
現
状

で
は
、
村
内
の
農
家
に
お
い

て
25
歳
以
上
で
約
１
０
０
名

（
内
30
歳
以
上
で
約
70
名
・

農
業
委
員
会
調
べ
）
の
後
継

者
が
未
婚
者
で
あ
る
の
が
実

態
で
あ
り
ま
す
。
農
家
戸
数

が
５
１
０
戸
ほ
ど
の
大
潟
村

に
あ
っ
て
も
少
子
高
齢
化
と

あ
い
ま
っ
て
村
の
次
代
を
危

惧
す
る
声
が
あ
っ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
家
制
度
が
崩
壊
し
た
と
い

わ
れ
る
現
在
、
男
女
が
共
有
、

シ
ェ
ア
す
る
事
よ
り
も
、
個

人
、
自
由
が
尊
重
さ
れ
す
ぎ

る
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
異
業
種
交
流
会
、
ド
キ
ワ

ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
も
に
、

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
、
魅
力
的
な
カ
ッ
プ
ル
が

で
き
る
事
を
夢
み
て
出
会
い

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
ご
理
解
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
事
を
お
願

い
し
、
村
内
独
身
の
方
に
は

農
家
の
み
な
ら
ず
是
非
、
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○異業種交流会の集い　期日：２月２１日（土）午後６時から　場所：サンルーラル大潟
　　　　開催！　　　　問い合わせは農業委員会　☎ ４５－３６５４

参加者
募集



(5) 平成 2 6 年要請活動

　
26
年
産
の
米
の
概
算
金
は
大

幅
な
在
庫
基
調
な
ど
を
背
景

に
、
本
県
産
あ
き
た
こ
ま
ち
が

過
去
最
低
の
60
キ
ロ
当
た
り
８
，

５
０
０
円
と
、
前
年
産
比
で
３
，

０
０
０
円
の
減
額
と
な
っ
た
こ

と
に
、
本
県
農
業
者
は
、
失
望

感
と
不
安
で
生
産
意
欲
の
大
き

な
減
退
を
招
い
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
県
で
は
当
面

の
資
金
繰
り
対
策
と
し
て
、
県

単
独
で
無
利
子
融
資
制
度
を
創

設
し
た
ほ
か
、
市
町
村
も
こ
の

制
度
を
活
用
す
る
際
の
保
証
料

の
助
成
措
置
な
ど
を
、
緊
急
的

に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
国
は
、
最
終
的
な
作
況
指
数

等
を
考
慮
す
れ
ば
、
米
の
需
給

緩
和
が
あ
る
程
度
締
ま
る
と
し

て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
生

産
現
場
に
お
け
る
27
年
産
以
降

の
営
農
継
続
に
、
大
き
な
不

安
要
素
を
抱
え
る
ば
か
り
か
、

我
々
組
織
の
取
り
組
む
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
や
、
担

い
手
の
確
保
・
育
成
へ
の
活
動

は
も
と
よ
り
、
国
の
地
方
創
生

の
推
進
へ
の
妨
げ
に
も
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。

　
よ
っ
て
、
米
の
需
給
安
定
に

向
け
て
食
糧
法
（
主
要
食
糧
の

需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す

る
法
律
）
の
「
主
食
用
米
等
の

需
給
と
価
格
の
安
定
を
図
る
」

と
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
米
の
需

給
安
定
に
向
け
た
早
急
な
対
策

を
講
ず
る
こ
と
を
、
政
府
・
国

会
に
対
し
て
強
く
要
請
す
る
。

１ 

．
緊
急
対
応
策
と
し
て
、
政

府
主
導
に
よ
る
過
剰
米
の
主

食
用
市
場
か
ら
の
隔
離
対
策

を
、
至
急
実
施
す
る
こ
と
。

２ 

．
政
府
備
蓄
米
の
買
入
・
売

渡
に
つ
い
て
は
、
実
需
者
ニ

ー
ズ
の
高
い
飼
料
米
な
ど
へ

の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、
制

度
の
運
用
に
柔
軟
に
対
処
す

る
こ
と
。

３ 

．
将
来
に
渡
り
、
再
生
産
可

能
な
所
得
確
保
が
安
定
的
に

　
農
業
委
員
会
で
は
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
に

基
づ
き
、
毎
年
１
月
31
日
ま
で

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

調
製
の
た
め
の
申
請
書
に
意
見

を
附
し
て
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
に
お
け
る
、
委
員
の
選
挙
権
、

被
選
挙
権
の
要
件
は
農
業
委
員

会
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
も

の
で
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に

つ
き
、
耕
作
の
業
を
営
む
者
の

同
居
の
親
族
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
経
営
は
同
一
で
あ
り
村

内
に
居
住
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
同
居
し
て
い
な
い
た
め

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い

農
業
者
が
数
多
く
い
る
の
が
現

状
で
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
核
家
族
化
が
進

み
、
後
継
者
だ
か
ら
と
い

っ
て
両
親
と
同
居
す
る
の

で
は
な
く
、
両
親
と
後
継

者
が
住
居
を
別
々
に
し
生

活
し
て
い
る
の
が
一
般
的

で
あ
り
、
大
潟
村
に
お
い
て
も

定
住
化
の
構
想
に
基
づ
く
宅
地

分
譲
等
に
伴
い
多
く
の
後
継
者

が
宅
地
を
購
入
し
、
農
業
経
営

者
（
農
地
の
所
有
者
）
と
別
居

し
て
暮
ら
し
て
い
る
の
が
現
状

で
、
両
親
と
後
継
者
が
同
居
し

な
い
の
は
大
潟
村
の
み
な
ら
ず

秋
田
県
は
も
と
よ
り
全
国
的
な

傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
に
従
事
し
て
い
る
に
も

係
わ
ら
ず
選
挙
権
を
有
し
な
い

農
業
者
に
も
平
等
に
選
挙
権
を

与
え
る
た
め
に
は
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
第
８
条
第
１

項
の
要
件
を
改
正
変
更
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
に
ご
理
解

賜
り
、
農
業
委
員
会
は
農
業
及

び
農
業
者
の
一
般
的
利
益
を
代

表
す
る
機
関
で
あ
り
、
農
業
委

員
の
選
挙
は
公
平
、
平
等
に
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
法
律
の
改
正
の
必
要

性
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、

全
国
農
業
会
議
所
及
び
国
等
へ

働
き
か
け
を
い
た
だ
き
た
く
要

望
い
た
し
ま
す
。

図
れ
る
よ
う
、
万
全
な

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対

策
を
措
置
す
る
こ
と
。

米
の
需
給
安
定
に
関
す
る
　

　
　
　
　
　
　
　
緊
急
要
請

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
関
す
る
要
望
書

第
58
回
秋
田
県
農
業
委
員
大
会
決
議
事
項

秋
田
県
農
業
会
議
に
提
出
し
た
要
望
書

異業種交流会構成団体異業種交流会構成団体異業種交流会構成団体
団　体　名 会長又は代表者名

仲村　耕太
大沼　　猛
橋本　篤子
鈴木久美子
鈴木　裕人
小松　宇拓
中河　昌士
豊島　正祥
中島　圭裕
後藤　秀樹

西3-2
西2-3
西3-2
北2-4
西1-2
東2-4
西1-2
西1-2
北2-4
西3-2

☎45-2185
☎45-2537
☎45-2597
☎45-2221
☎45-2228
☎45-2433
☎45-2624
☎45-2623
☎45-2854
☎45-2192

住所 連絡先

大潟村青年会

大潟村若妻会

農業近代化
　　ゼミナール

ＣＥ青年
　　農業者クラブ

農協青年部



(6)家族経営協定

　平成26年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借にお
ける賃借料水準（10ａ当り）は、以下のとおりとなっております。
　農地法の改正に伴い、これまでの標準小作料制度が廃止された
ことから、これに代わるものとして、農地（周辺増反地は除く）
の賃貸借の実勢価格を毎年提供するものです。
　周辺増反地については、農業委員会事務局にお問い合わせくだ
さい。

（単位：円/10a）

※データは平成26年１月～12月集計数値
※データ数64件の単純平均値

賃借料
 平均額 最高額 最低額

 34,100 37,000 32,500

◎農地の賃貸料情報◎農地の賃貸料情報◎農地の賃貸料情報

　農業委員会で推進している家族経営協定の件数は延べ60件となっています。
　家族経営協定は、経営方針や営農計画、役割分担、収益の分配、働きやすい就業条
件、将来の経営移譲などを家族間で十分に話し合い、取り決めるものです。女性農業
者や後継者の主体的な経営への参画や家計と経営の分離を促し、家族みんなでつくる
共同経営（パートナーシップ経営）を確立する大変有効な手段です。
　また、家族経営協定を締結していると、農業者年金加入の際に政策支援加入（補
助）ができるメリットもありますので、ご相談をして下さい。

やりがいと魅力的な農業経営は家庭内での話し合いからやりがいと魅力的な農業経営は家庭内での話し合いから

●家族みんなが「家族経営協定」に調印し、経営
に主体的に参画し、農業経営を築いているとい
う考え方が大切です。
●女性農業者や後継者も経営に参画し、家族みん
なで経営方針の協議や収益の分配、役割の明確
化などを行う「パートナーシップ経営」を確立
しましょう。

家族みんなが
経営に参画11

●女性の農業労働、家事労働を適正に評価すると
ともに、１日の農作業時間の設定や休日の確保
などを取り決めましょう。
●配偶者や後継者のお嫁さんの預貯金口座を設け、
確実に報酬を支払いましょう。

女性農業者の
地位確立22

●農業経営の円滑な世代交代を実現するため、農
業後継者への経営移譲の時期や方法を明確にす
るとともに、中・長期的な経営計画を立てまし
ょう。
●農業後継者が新規の経営部門を導入する場合、
資金調達、経営資産の貸与等幅広い応援をしま
しょう。

後継者の
自立を応援33

●農業経営の法人化が推進されていますが、まず
は「家族経営協定」を通じて、農業に従事する
者の地位確立や経営管理の近代化を図ることが
必要です。
●家族農業経営の法人化の後も、家族の就業条件
の明確化や相続をめぐる調整等を実現するため、
引き続き「家族経営協定」を結びましょう。

法人経営の
確立を支援44



(7) 農地中間管理事業

全
国
農
業
新
聞
は

農
業
者
の
利
益
代
表
機
関
で
あ
る

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
機
関
紙
で
す
。

農
業
者
の
立
場
に
立
っ
て
編
集
・
発
行
し
て
い
る

〝
農
家
の
た
め
の
情
報
誌
〞で
す
。

│ 

農
業
・
農
政
の
情
報
紙 

│

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
し
ょ
う
！！

農地中間管理事業農地中間管理事業農地中間管理事業
高齢で農作業が
できない

農業後継者
　がいない

貸し手
（農地所有者）

分散した農地
担い手ごとに
集約した農地
担い手ごとに
集約した農地

借り手
（担い手）

借受け 貸付け
（転貸）

農地中間管理機構
（秋田県農業公社）

＜農地中間管理事業＞
①受け手希望者の公募
②農地を借受け（農地中間管理権）
③農地管理
　必要な場合は簡易な基盤
　整備等を実施
④貸付けは、担い手が作業し
　やすいよう集約化に配慮

市町村、
農業委員会
へ相談

農用地利用
配分計画
（知事の認可）

公
社
が
借
受
け
る

農
用
地
等
に
つ
い
て

○機構が借受ける農用地等は、農業振興地域内に限ります。
○借受期間は、原則10年以上とします。
○機構は、簡易な基盤整備事業を支援します。
　機構へ10年以上の期間で貸付けのあった農地については、借り手の希望により、畦畔除去や暗渠排
水といった簡易な基盤整備事業を実施できます。

○再生が著しく困難な遊休農地や、借り手がなかなか見つからない又は所有権以外の権利が設定され
ている農地は借入れできない場合があります。

○借受希望者の規模拡大や分散錯圃の解消に資すること
○すでに効率的かつ安定的な農業経営を行っている農業者の経営を妨げないこと
○新規参入者が効率的かつ安定的な農業経営を目指していけるよう配慮すること
○地域農業の健全な発展を旨とし、借受希望者のニーズをふまえて公平・適正に調整すること
○借入地の交換、隣接地、集落営農組織が法人化して利用する場合などを優先
○借受け希望の条件や、「人・農地プラン」の内容などを総合的に勘案

貸付先
決定ルールに

ついて

大潟村の状況
（平成26年12月25日現在）

借　受
希望者

 地域 経営体
 大潟村内 88件
 大潟村外 34件

貸　付
希望者

 地域 経営体
 大潟村内 0件
 大潟村外 2件

　　経営規模を
拡大したい！

　　新規に農業に
取り組みたい！

単位：ha

配
分
農
地
の
市
町
村
間

　
　
　
　所
有
権
移
動
状
況
27.1.1現在

 大潟村 8,975 9,207 232

 男鹿市 675 580 △95

 旧山本町 12 13 1

 旧琴丘町 328 324 △4

 八郎潟町       446 382 △64

 旧八竜町 541 457 △84

 その他 0 14 14

 計 10,977 10,977 － 　

 町村名 当初面積 現有面積 増　減



農業委員会の活動のあらまし農業委員会の活動のあらまし （平成26年1月～平成26年12月）

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
!! 

詳
し
く
は
同
時
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

◎定例総会・全員協議会
 １月 ７日 第１回農業委員会定例総会・全員協議会
 １月 24日 全員協議会（選挙人名簿の調製）
 １月 30日 第２回農業委員会定例総会・全員協議会
 ３月 ４日 第３回農業委員会定例総会・全員協議会
 ３月 24日 第４回農業委員会臨時総会・全員協議会
 ４月 ２日 第５回農業委員会定例総会・全員協議会
 ５月 ２日 第６回農業委員会定例総会・全員協議会
 ６月 ３日 第７回農業委員会定例総会・全員協議会
 ７月 ２日 第８回農業委員会定例総会・全員協議会
 ８月 ５日 第９回農業委員会定例総会・全員協議会
 ９月 ２日 第10回農業委員会定例総会・全員協議会
 10月 ２日 第11回農業委員会定例総会・全員協議会
 11月 ５日 第12回農業委員会定例総会・全員協議会
 12月 ２日 第13回農業委員会定例総会・全員協議会

◎農地パトロール
 ７月 ２日 農地パトロール（農業委員・土地改良区・農協）
 11月 ５日 農地パトロール（農業委員・土地改良区・農協）

◎要望・要請
 ４月 25日 農業委員会等に関する法律の改正に関する要望
    宛先：秋田県農業会議
 ６月 ５日 農業委員会制度・組織改革に関する要請
    宛先：大潟村長

◎部会の開催
 １月 ７日 農政部会（平成26年農業委員だより発行等）
 １月 17日 平成26年農業委員だより発行
 ８月 ５日 農政部会
   （第58回秋田県農業委員大会における要請事項について）
 11月 19日 農地部会（遊休・耕作放棄地等への対応）
 11月 19日 農政部会（平成27年農業委員だより発行等）
 12月 19日 農政部会（農業委員会だより編集）

◎ドキワク・異業種交流会
 １月 28日 異業種交流会会議
 ２月 ８日 異業種交流会の集い
   （カクテルパーティー：ホテルサンルーラル）
 ３月 20日 ドキワクアドバイザー・異業種交流会との合同会議
 ６月 25日 ドキワクアドバイザー会議

 ６月 25日 異業種交流会会議
 ８月 27日 異業種交流会会議
 11月 10日 ドキワクアドバイザー会議
 11月 10日 異業種交流会会議
 11月 22日  異業種交流会の集い
   （ボジョレーヌーヴォー樽パーティー：ホテルサンルーラル）
 12月 19日 異業種交流会会議

◎農業会議・秋田中央地区農業委員会会長会関係
 １月 14日 秋田県女性農業委員研修会（～15日）
 １月 27日 秋田中央地区農業委員会会長会臨時総会
 ３月 11日 地域の農地と担い手を守り活かす農業委員研修会
 ３月 18日 秋田県農業会議第107回総会
 ３月 18日 平成25年度市町村農業委員会会長会議
 ４月 16日 TPPから食料・農業・環境を守る秋田県県民大会
 ４月 25日 秋田中央地区農業委員会会長会通常総会
 ５月 27日  平成26年度全国農業委員会会長大会及び
   秋田県選出国会議員との要請・懇談会（～5月28日）
 ８月 ５日 新任農業委員研修会
 ８月 ７日 秋田中央地区農業委員会会長会臨時総会
 ８月 19日 秋田県農業会議第108回総会
 ８月 19日 平成26年度市町村農業委員会会長会議
 ９月 ３日 農業者年金加入推進部長等研修会
 ９月 10日  平成26年度市町村農業委員会会長、会長職務代理者、

事務局長会議
 ９月 16日 農地を活かし、担い手を応援する農業委員研修会
    （農業会議）
 10月 31日 第58回秋田県農業委員大会（男鹿市）
 11月 18日 秋田県女性農業委員協議会総会・研修会
 12月 ３日  農業者年金加入推進セミナー・農業委員会会長代表

者集会・視察研修（～４日）

◎関連事業関係
 １月 ７日  農業委員研修会（農業委員の役割・選挙人名簿の調

製について）農業委員会主催／講師農業会議
 ２月 18日 大潟村外周辺４市町農業委員会連絡協議会
 ２月 21日 大潟村農作業標準作業料金改訂に伴う受託組合との会議
 ３月 ４日 大潟村４団体連絡協議会
 ９月 12日 啓発看板設置
 12月 16日 啓発看板撤去

大島　和夫［東３－２・☎45－2490］　高木　茂夫［東２－４・☎45－2423］

石原　敏子［東３－３・☎45－2486］　浮田　順子［東３－１・☎45－2237］

佐野麻寿美［東３－３・☎45－2352］　丹野　文子［東２－３・☎45－2619］

川﨑　幸江［西３－４・☎45－2916］　進藤　栄一［西１－１・☎45－2220］

埴生　　望［東３－１・☎45－2829］　小林　信之［東３－３・☎45－2144］

ドキワクアドバイザーは次の方々・気軽にご相談を！
(8)農業委員会１年間の活動等

圃場内に農舎等を
建てる場合は
許可が必要です

■問合せ：農業委員会(℡45-3654)

 自己所有の農地を農業用施設用地として転用する場合は許可

（200㎡未満は届出が必要ですが許可を要しません）が必要です

ので事前に相談してください。なお、許可のない農地転用につい

ては現状回復等の措置が講じられますので注意してください。転

用許可申請に関する届出書類についてはお問い合わせください。




